桜 井 半兵衛 は、 門弟に、 稽古 をつ けながら 

(何故、 助太刀 を、 この わしが、 しなくて はならぬ の 

か？) 

と、 その 理由 を、 考えて いた。 烈しく、 突出して 来 

る 門弟の 槍先 を —— 流石に、 修練した 神経で、 反射的 

に 避けながら、 声 だけ は 大きく 

「とう」 

と、 懸け はした が、 何時もの ような、 鋭 さが —— 門 

弟が 



(病気 かしら) 

と、 疑う までに、 無くなつ ていた。 そして、 羽目板 

の 所に 立ったり、 坐ったり しながら、 囁 合ったり、 汗 

を ふいたり している 門弟 を みても 

(わしの 事 を 噂して いるので はない か) 

とか 

(わし を、 非難して いるので は、 有るまい かしら) 

とか、 考える ようになった。 そして、 そうした 疑 を 

門弟に さえ 持つ ようにな つ た 自分の 心の 卑し さ を 

(意気地 無しが —— ) 

と、 自分で、 叱りながら 然し、 では、 何う して 



いいの か、 それ は 判らなかった。 

(河 合 又 五郎の 妹の 婿 故、 助太刀に 出なくて はならぬ。 

何故かなら、 縁 も 無い 旗本が、 あれ だけ 援助して いる 

のに 縁に つながる 者が、 出ぬ 箬は 無い —— 尤もらしい 

言葉 だ。 然し —— 又 五郎の 殺した の は、 数 馬の 弟の 源 

太夫で は 無い か？ 弟の 仇 を 討つ —— そういう 法 は 無 

い 害 だ。 もし 荒木と、 数 馬と が、 その 法 を 無視して、 

又 五郎 を 討つなら 濫りに、 私闘 を 行った 罪と して、 処 

分され なくて はならぬ し、 この 明白な事 を 知りながら、 

助太刀に 出た わし も、 処分され なくて はならぬ。 そう 

した 場合、 主君に 対して、 何う して、 申 訳が 立つ か？) 



ぬよう、 とくと、 申 付けて おく ぞ」 

と、 申 渡した。 だが、 半兵衛 は、 自分に 対する、 家 

中の 噂 を 聞く と、 稽古の 時にまで、 考えなくて はなら 

なかった。 

二 

城 中の、 広 庭の 隅に 設けて ある 稽古 楊へ 行って、 重 

役の 人々 に、 一手 二手の 稽古 をつ けて、 夜 詰の 衆の 溜 

り 前の 廊下へ かかって くると 

「荒木が、 御前 試合の 中へ 加わった というの は II そ 



ん なにい い 腕 かのう」 

一人が、 腕 組した まま、 柱に 凭り かかって、 大きい 

声で 話して いた。 半兵衛 は、 その 言葉が、 耳に 入る と 

共に、 うるさ さと、 軽い 憤りと が 起って きた。 

(家中の 奴等 は、 わし 一人 を、 いじめて いる) 

と、 いう 風に 感じた。 そして、 開いて いる 襖から、 

顔 を 出して 

「お揃い だな」 

と、 少し、 蒼白くな つた 額 をして、 中へ 入った。 人々 

は 半 兵衛を 見上げて、 暫く 黙った が、 一人が 半 兵衛が 

坐る と 同時に 



そう 云う と、 立 上った。 問うた 者が、 周章て て 

「桜 井 氏、 御 立腹な さらぬ よう」 

と、 叫んだ が、 もう、 半 兵衛は 廊下へ 出て しまって 

いた。 

(同じ 二百 石。 荒木と、 わしと —— だが、 荒木 は 御前 

試合に 出て、 剣士 一代の 晴れの 勝負 をした し、 わし は、 

この 田舎で、 一生、 田舎 武士の 師範で、 朽ちる の だ) 

そう 思う と、 堪らなく、 不快に —— 歩いて いる 左右 

の 家々 も、 樹々 も、 空気 も —— 岐阜の 一 切が 嫌に なつ 

てきた。 



(又 五郎の 事な ど、 何う でもよ い。 荒木と、 わしと を 

較べて、 わしが そんなに、 劣って いるか、 何う か？ 

自慢 をす るので は 無い が、 わし も、 一流 を 究めて いる 

つもり だ。 荒木 も、 勿論 達人で あろうが、 その 技の 差 

は、 紙一重 —— 討つ にしても、 討 たれる にしても、 む 

ざと、 負けぬ だけの 自信 は ある。 又 五郎に、 助太刀す 

ると か、 せんと か は、 二の次の 話 だ。 二百 石と、 二百 

石。 同じ 石高で、 一 方 は、 将軍の 前に、 その 剣 技 を 見 

せ —— わし は —— わし は、 その 試合に 撰ばれ もせぬ に、 

荒木と、 同じ 禄を 頂戴して いる —— 意地悪く 見れば、 

殿 を 欺いて いるもの だ。 禄 盗人 だ。 よし、 わし は 荒木 



より、 そんなに、 腕が 劣って いるか、 いない か、 荒木 

と 勝負して みょう。 武を 人に 教える 者と して、 今の 一 

言 は、 聞きず てに ならぬ。 討 たれたなら、 それ は、 二 

百 石の 腕 もない のに、 二百 石 を 頂戴して いた 罰が 当つ 

たの だ。 討てば —— ？) 

あだな 

戸田の 家中で、 槍 をと つて は、 霞の 半兵衛 と、 綽名 

されて いる 桜 井であった。 

(討 たれても、 わし は、 見苦しく は、 負けまい。 立派 

に 勝負して、 御前 試合へ 出た 者の みが 強い か、 出ぬ 者 

でも 強い か —— 天下に は、 わし 以外に も、 こんな 噂 を 

されて、 口惜しが つてい る 師範 役が、 多いで あろう。 



その 人々 の 為に も、 わし は、 又 五郎に 助太刀 してやろ 

う。 いいや、 助太刀 をす るので は 無い。 荒木と 勝負 を 

する の だ。 同じ 二百 石 同士の 腕 を 競べ るの だ) 

もう 暮れ かかろう とする 町の 中 を 冬の 初めと て、 

金 華 山から、 山嵐の 吹いて くる 中 を 邸の 方へ、 急いだ。 

ふびん 

(妻が 不憫 だが、 仕方が無い。 武士の 意地 だ。 これ こ 

そ、 本当の、 武士の 意地 だ —— 人に は 云えぬ、 半兵衛 

一 人 だけの、 だが、 我慢ので きぬ 意地 だ) 

半兵衛 の、 頭の 中 は、 熱 を 持って いた。 我慢の しき 

れぬ、 不快な 力が、 身体 中に、 溢れて きていた。 

(明朝に でも、 立ちたい。 一刻 も、 我慢が ならぬ) 



と、 感じた。 だが、 邸の 門が、 黒々 と 見える と共に 

(女房が、 驚く であろうな) 

と、 思って、 胸の 中に、 固く つかえて くる 物の ある 

の を 感じた。 

女房の、 里 恵 は、 黄昏 近い ほの 明りの 縁側に 出て、 

何 か 縫物 をして いた。 玄関に、 夫 を 出迎える 召使の 声 

を 聞いて、 縫物 を、 押入れへ 入れて、 廊下へ 出ようと 

すると、 もう 其処に、 夫の 姿が あった。 



「お帰り 遊ばし ませ」 

里 恵 は、 こう 云って、 ちらっと 夫の 顔 を 見た が、 夫 

の 表情 は、 いつもの 日と、 同じようであった。 

(今日 も、 よかった) 

里 恵 は、 夫の 性質 を 知っている だけに、 何時、 助 太 

刀に 立とうと 云い 出す か、 知れない の を 恐れ もし、 諦 

めても いた。 諦め 切れぬ 思い を、 諦めよう として、 夫 

の 周囲に 立った 噂 を 聞いた 日から、 半 兵衛と 同じよう 

に —— いいや、 半兵衛 以上に、 心の中で、 夫と 別れる 

時の 事 を 考えて は、 苦しんで いた。 

その 別れ は、 生別で あり、 死別であった。 戸田の 家 



中の 使 手と して、 海道に も 響いて いる 夫が、 又 五郎の 

妹婿で あると いう だけで、 自分に つながる 縁と い 

うだけ で、 生死の 判らぬ 旅 + 出て —— 。 

里 恵 は、 又 五郎 を 兄と していた が、 好ましい 兄 だと 

は、 思って いなかった。 里 恵に とって、 兄と 夫との 比 

較は、 他人と、 自分との 比較と 同じような もので あつ 

た。 ただ 一人の 男の子と して、 父母に 可愛がられ てい 

た 我儘な 兄、 三人の 女 姉妹の 中の 子と して、 一 番 誰よ 

リも、 うとん せられて いて、 早く 出て 行け、 と 云わん 

ばかりにして、 半 兵衛の 所へ 嫁がされた 記憶。 

いろいろの 事 を 想 出しても、 女 姉妹 同士に は、 いく 



た。 夫と 別れる 悲し さ、 そうして、 そんな 兄の 為に、 

そんな 事 をし なくて はならぬ 侍の 義理と、 又 五郎の 妹 

と いう 苦し さ。 

(きっと、 夫 は、 助太刀に 行く であろう) 

里 恵 は 

(自分に からまる 義理 9 それ は、 何ん な 事？ 自 

分 は 兄 を 兄と も 思って いないし、 助太刀 所 か、 兄の 首 

を 討って、 夫の 手柄に なるなら、 兄 を 討っても いい、 

とさえ 考えて いるのに、 その 妹に、 義理が、 からまる 

と は？ 妾 は、 そんな 義理な ど、 少しも 考えて いない 

のに —— そんな ことの 為に、 夫が 妾へ、 義理 を 立てる？ 



それ は、 世間体 もあろう が —— 世間体、 武士の 義理。 

そんな 物が、 そんな 物が) 

里 恵 は、 兄の 又 五郎が、 好 もしい 男なら、 自分から、 

夫に、 助太刀 をして やって 下さいと、 云えた が、 それ 

さえ 云いたくない 兄への 反感。 それに、 その 妹への 義 

理 立て をし なくて はならぬ という 世間 —— 

(何とい う、 訳の 判らない 世間であろう) 

里 恵 は、 そう 考えて いたが —— だが、 武士の 娘で あつ 

た。 いや、 半 兵衛の 女房であった。 彼女 は、 家中に 対 

する 夫の 面目の 為に、 いつでも、 発足で きる よう、 新 

らしい 旅 仕度 を 調えながら —— だが、 泣いて いた。 



「里 恵」 

そう 云った 夫の 眼、 夫の 口調、 それから、 その 正し 

い 坐り 方に、 里 恵 は 

(今日は？ 二 

と、 そう 思った だけで、 もう 胸の 中が、 固くなって 

しまった。 

「又 五郎 殿の、 助太刀に 出る」 

うつむ 

里 恵 は、 俯いた。 



「首尾よく、 荒木に、 お 打 勝ち 下され ますよう —— 又、 

又 —— 」 

くちびる けいれん 

里 恵の 声 は、 顫えて、 脣は 痙攣して いた。 

「時の 運に て、 御 不利に なりましょうと、 背に 傷を受 

けず、 御 立派に 」 

と、 まで 云う と、 しゃくり 上げて、 袖の 中へ、 顔 を 

包んで しまった。 離れ 難い、 愛着の 心 を、 武士の 妻と 

して、 立派に 処置して いる 若い 里 恵の 泣いて いる 姿 を 

みると、 半 兵衛は 何故か しら、 又 五郎が 憎くて、 耐ら 

なくな つ てきた。 

(己が、 人 殺 をして おいて、 己の 命 を 助かりた さに、 



この 罪 もない 妹 を、 こんな 目に 逢わせ、 わし を も、 生 

死の 境に 置いて 1 -) 

と、 思う と、 明らかに、 形の 上に 於て 助けに 行く 又 

五郎で あるのに、 心の中で は、 軽蔑し、 憤った。 そし 

て 

(わし は、 わしの 為に、 行く の だ。 又 五郎の 為にで は 

無い ぞ。 誰が、 汝等 如き、 卑怯者 を、 援 ける もの か) 

と、 思った。 



一 試合させる もの を、 周章て て、 立 去った と 申す が I 

I」 

「荒木 様と、 何う して、 お判りに」 

「数 馬が、 古今の 美男で あるし、 すぐ、 判って、 あと 

を 追うた が、 もう、 足が 届かなん だ。 荒木 程の 者が、 

用心してお るの だから、 半兵衛 も、 名誉な 事 じ や。 一 

人で、 淋し かろうが、 落胆せ ずに、 待って おる がよ い。 

これ だけ じ や」 

「あの、 お茶 一 つ」 

内 山の 後 姿へ、 声をかけ たが、 内 山 は 

「又、 又」 



と、 手 を あげて、 どんどん 廊下 を、 玄関へ 出て しま つ 

た。 里 恵 は、 式台の 上で、 内 山 を 見送って しまう と 

(荒木 程の 者が、 と —— それ は、 明らかに、 夫より、 

荒木 を 豪い と 考えて いる 言葉 だ。 夫 は、 それ を 憤って 

出て 行った の だが —— ) 

と、 思う と、 里 恵 は、 家老に 腹が立つ てきた。 

(いい 事 を 知らせる と は、 夫よりも、 荒木が えらい、 

という 事 を、 知らせる 事で は 御座 リ ませぬ でも、 

荒木 様 は 夫の 事 を、 訊ねに I -) 

と、 夫の 噂 を 聞いて、 大敵と おもい、 様子 を 尋ねに 

来た 又 右衛門の 事 を 考える と、 夫 を 殺す 敵 だと、 思う 



(油断 をして はいけ ない のに) 

と、 思った。 寒い 朝であった から、 誰も 厚着 をして 

いた。 その上へ 又 重ねて は、 いざと いう 時に 働け まい 

と 思 つ たが、 然し、 荒木の 一 行が、 昨日から 見えな か つ 

たから、 半 兵衛も 

(寒い のに、 耐え きれまい。 河 合 も、 もう 四十す ぎだ 

から —— ) 

と、 思って、 正面の 上野の 町 やら、 来た 方の 山、 田 

を、 見廻して いた。 

(武芸 も 四十 を 越す と、 少し 下り坂になる かな。 寒さ 

が、 あれ だけ 身に こたえる だけ、 若い 時よりも 衰えた 



のか —— いいや、 修業 一 つだろう。 六十に なっても、 

袷 一 枚で いる 人 さえ あるから) 

半兵衛 は、 甚左衛 門が 相当の 腕の 人 だと は 思って い 

たが、 その 頭、 その 肚に 於て、 荒木の 方が、 優れてい 

ると、 判断して いた。 そして 

(わし はわし 一 人で 戦う の だ。 誰も あてに はしない 

ぞ) 

と、 思う と、 甚 左の 重ね着に、 批評 を 加えた の も、 

いけない ように 思えた。 

(他人が、 何 をしょう が、 わし は、 わし 一 人 だ) 

そう 思って、 禹を そろそろ 歩かせ かける と 



「お 待たせ 申した」 

と、 甚 左が、 叫んだ。 そして、 

「齢 をと ると、 寒さ だけに は、 耐えき れん」 

と、 云った。 

一 行の 一 番 先に は、 大阪の 町人、 又 五郎の 妹婿 虎屋 

五左衛門が 馬で、 その 次に、 半兵衛 が、 槍 持と、 下人 

と、 小姓と 三人 を 従えて つづき、 その後 方に 又 五郎が、 

供 三人、 最後に、 甚左衛 門が、 同じく 供 三人 を つれて、 

槍 を 立て、 飾 鉄砲に、 弓矢 を もち、 それぞれ その 知行 

の 格式で II 所謂、 槍 一筋の 家柄 をみ せて、 上野の 町 

小 田 町へ かかって きた。 



突 当りが、 高い 石垣で、 その上に、 家が あった。 右 

へ は、 すぐ 塔 世 坂の 急な坂 路が 町へ つづき、 左 は、 細 

い 小路 を、 城の 裏手へ 出る 道であった。 

そして、 その 三つ股 道の 左右に、 鍵屋 と、 万屋と、 

二 軒の 茶店が、 角店と して、 旅人 を 送り迎え していた 

(右 角が、 鍵屋 であった という 説 も ある。 今 そこに は、 

新ら しい 数 馬 茶店と いうの が 出来て いる)。 

八 

半 兵衛が 万屋の 角 を、 右へ 曲る と 同時に、 左側の 石 



垣の 所の 木の 後ろに 立って いた 士が、 走り出し てきた。 

もも だ 

白い 鉢巻 をし めて、 袴 立ち をと つていた。 半 兵衛が 

(さて は) 

と 思った 時、 後方に、 鋭い 気合が かかって、 同時に、 

うわ— つと、 乱れ 立った 人声が、 湧 起った。 

「直勗 つ 」 

と、 半兵衛 は、 手を延 して、 槍 持から、 槍 を 取ろう 

とした。 そして、 槍 持が 

「はい」 

と、 答えて、 槍 を 半 兵衛の 方へ、 差 出そうと した 剎 



と、 叫びつつ、 迫る 土に、 刀 を 構えた。 そして 

(荒木 は、 甚 左と 戦って いるので あろう。 甚左 も、 む 

ざむ ざと 討 たれ はすまい。 然し、 荒木 を甚 左に 討た せ 

たく は 無い、 わしが 強い か、 荒木が 強い か、 わし は、 

その 勝負の 為に、 出て きたの だ) 

半兵衛 は、 早く、 この 下人 を 斬って、 荒木と 勝負し 

たいと 思った。 それで 

「下郎、 推参な つ」 

と、 叫ぶ と、 じりじり 刻んで 行った。 刀 をと つても 

対 手と は、 段ち がいであった。 対 手 は、 真 赤な 顔 をし 

て、 脣を 嚙んで —— だが、 懸声 もで きないで、 じり じ 



リ 退りながら、 —— 然し、 必死の 一 撃 を 入れようと、 

さき 

刀の 尖の 上り かけた 隙、 半 兵衛は 

「や、 やつ」 

打 込んで、 避けさせて、 すぐ 二の 太刀に、 肩 を 斬る 

と、 対 手 は、 よろめいて、 三 四 尺 も 退った。 半 兵衛は 

(槍 だ。 槍 を とらぬ と、 太刀 討 はでき ない、 槍 だ。 槍 

をと つ て ) 

甚 左の 方で は、 少しも、 物音が しなくな つてし まつ 

た。 

(勝負が ついた のか、 それとも —— ) 

と、 思いながら、 槍 持の 方 を 見る と、 もう 見物人が 



坂の 上に、 木の 後方に、 石垣の 上に、 真黒に なって い 

た。 そして、 槍 持 は、 一 生 懸命に、 槍 を 振 廻して、 半 

兵衛の 方へ 渡さう と、 対 手の 隙 を ねらって いたが、 対 

手 は、 刀で、 槍 を 叩いたり、 避けて、 飛込もう 〔# 「も 

う」 は 底本で は 「まう 匕 とする 様子 をしたり して、 槍 持 

と、 半兵衛 との 間 を、 妨げて いた。 半 兵衛は 

(荒木が、 わしの 槍 を 恐れて、 わしに 槍 を とらすな と、 

命じた の だ) 

と、 判断した。 

「卑怯者つ」 

と、 後方で 声が した。 振 向く と、 肩 を 切られて、 も 



き つ さき 

う、 蒼白に なって、 刀 尖が、 やや もす ると 下り 勝ちに 

なって くるの を 耐えながら、 半兵衛 に、 

「逃げる か」 

い き 

と、 叫んで 睨みつ けた。 そして 立留 つて 肩で 呼吸 を 

した。 

(可哀 そうに —— この 二人が、 わし を 押えに かかった 

の だ。 荒木 は、 上手に 作戦 をした。 わし は、 荒木の 作 

戦に かかった の だ。 今 ここへ、 荒木が 来たなら、 わし 

は、 わしの 不得手な 刀で、 闘わなくて はならぬ。 槍 だ、 

き で 無 レ と ) 

殿の 名誉の 為、 妻の 志の 為、 自分の 武道の 為 —— 



(槍 を とらぬ と ) 

と、 半兵衛 は、 可哀 そうだと おもった が 

「馬鹿つ」 

と、 叫んで、 一 刀、 斬 下ろして おいて、 すぐ 槍 持と 

戦って いる 〔# 「いる」 は 底本で は 「ゐる 匕 士へ 

「除かぬ かつ」 

と、 叫びつつ、 血 刀 を 振 上げた。 その 士が、 半兵衛 

の 方へ 刀 をつ け、 槍 持が 

「旦那 様」 

と、 叫んで、 槍の柄 を延 した 時、 

「半 兵衛」 



声と 共に、 大きな 足音が した。 

(荒木 だ) 

と、 思う と、 半兵衛 は、 槍の 方へ、 手を延 した。 だ 

が、 又、 槍 は、 ほんの 手先の 所へ 来た ままで、 遠 去 かつ 

て、 槍 持の 手の 中で、 必死に 振 廻され ていた。 

「荒木 だ」 

あお ざ 

少し、 蒼白め た 顔 をして、 上背の ある 荒木が、 長い、 

厚い 刀 を 構えて いた。 半兵衛 より、 ずっと 高くて、 がつ 

しりして いた。 羽織 もな く、 鎖 鉢巻 をして、 十分に、 

軽い 身なりであった。 そして、 その 脣に、 微かな 余裕 

の 笑 をみ せ、 その 呼吸 は 落ちつき、 その 構え は 十分に、 



その 足 は 正確に —— 、 半 兵衛は 

(天晴れ だ) 

と、 感じる と共に、 槍 を もって 立 合えない のが、 

よら わ.， こ 

腸 の 底から、 悲憤して、 滲み 上って きた。 

(何故、 この 期に、 槍が とれない？ 負けても —— 勝 

を 譲っても いいから、 槍で、 十分の、 心 ゆく までの 勝 

負が したい。 この 大勢の 見物の 前で、 同じ 二百 石 同士 

が —— 御前 試合へ 出た 荒木と、 出ぬ わしと、 どっちが、 

鮮 かか、 どっちが 立派な 態度 か？ わしが、 槍術の 家 

の 者と して、 せめて、 最後の 働きに は、 槍で 十分に 試 

合って みたい、 槍が —— ) 



半兵衛 は、 自分に、 槍 を とらさぬ よう 計った 荒木に 

(何う だ、 噂 を 聞いて、 恐れた のだろう) 

と、 云いたかった が、 それ は、 口にすべき 事で なかつ 

た。 と 同時に、 自分の 得手 を 封 じて、 不得手な 刀で 勝 

負しょう としてい る 荒木の、 武士ら しくない、 正直で 

ない、 策略の ある 態度に、 怒りが 生じて きた。 

(この 見物人 は、 そんな 事 を 知らんで あろう。 わしが、 

美 濃の 桜 井 半兵衛 である 事 を 知らんで あろう、 矢張り、 

剣術の 者 だと 考えて いるだろう。 それ はちが ぅぞ。 わ 

し は、 槍 さえ とれば、 荒木に 五分の 勝負 は、 でき るん 

だ。 誰か、 荒木に、 半 兵 衛に槍 を やれ、 荒木 卑怯 だと、 



云って くれる もの は 無い かしら —— いいや、 そんな 事 

を 考える の は、 卑怯 だ。 わしの 不得手な 太刀で、 何れ 

だけ、 荒木と 戦える か？ 勝敗 は 別と して、 わしが、 

何れ だけ 立派に 戦った か。 それでい いの だ。 わしの、 

立派に 戦った 事が、 国の 人へ 判るなら、 半兵衛 が、 あ 

の 時、 槍 さえ もっていたなら、 荒木と 互角 だと、 云つ 

て くれる だろう。 槍 持が、 荒木の 計に のった の は、 わ 

しの 運の つきる 所 だ。 わし は、 太刀で、 立派に 荒木と 

戦って、 立派に、 負けて やろう。 武士の 重んじる 所 は、 

勝敗で はない。 勝負 は 末 だ。 勝負 をして いる 時の 態度 

だ) 



半兵衛 は、 青 眼に つけて、 荒木と 向 合った。 そして、 

そのまま、 お 互に 動かなかった。 

何の 位 経った か、 半 兵衛に は、 判らなかった。 呼吸 

が 苦しくな リ、 汗が 滲んで きた。 そして、 荒木 も、 も 

う 微笑 を 消して、 眼 を 異様に 光らせて —— それ は、 可 

成りに、 切迫して いる 表情であった。 

(わし は、 わしの 不得手な 太刀 打で も、 これまでに 試 

合した。 もうこれ で 十分 だ。 この 大勢の 見物の 中には、 

心 ある 人 も、 眼の 開いた 人 もあろう。 誰かが この 事 を、 

国の 人々 へ 伝えて くれる であろう。 それでい い。 わし 

が、 得手の 槍で 負けた のよりも、 不得手な 刀で、 ここ 



まで 戦った ほうが、 却ってい いか も 知れない) 

そう 考えた 時、 一足 退った。 そして 

(しまった) 

あし-つら 

と、 心の中で 叫んだ。 何 かの 上へ、 躕が のって 滑つ 

たからであった。 そして、 無意識に、 荒木が、 打 込ん 

でく るであろう 刀 を 防ごうと した 時、 身体が 崩れて よ 

ろめいた。 果して、 荒木 は、 この 一髪の 機 を 握んで、 

打 込んで きた。 半兵衛 は、 鍵屋の 横の 物置の 中へ うん 

とつんで ある 枯 松葉の 中へ、 どっと、 倒れて しまった。 



身体 中が、 疼痛に 灼けつ くようであった。 咽喉が 干 

いて 全身に 熱が 出て、 気が 時々、 遠くな つた。 

手当 をし、 介抱し、 薬 をつ け、 飲まして くれる 人の 

顔が ぼんやり としか、 見えなかった。 そして 半 兵衛の 

頭 も、 どんより としていて、 時々、 自分が 槍で、 荒木 

と 戦って いるの が 見えた。 

(立派に 戦った ぞ。 槍で なくと も、 立派に —— あの 枯 

松葉で、 滑り さえし なかったら、 勝負 は、 もっと、 長 

くな つたの だ。 俺に は、 二度 不運が つづいた。 だが、 

十分に 戦った ぞ。 この 事 を、 国許へ —— 手紙 を かきた 



いが、 誰か —— 話で もい いから、 誰か I ) 

ぼんやりして くる 頭の 中で、 そんな 事 を、 思いな が 

ら 

「わし は、 卑怯者で ない と」 

一人が、 首を延 して、 口許へ 耳 を 寄せた。 

「国許へ —— 立派に 戦った と」 

その 人が、 頷いた。 

「背の 傷 は —— 倒れてから —— 斬られた」 

「全く、 あいつ は 卑怯な —— J 

と、 その 人が 答えた。 

「国許へ、 半兵衛 は、 荒木と 太刀 打 をした が、 立派に 



戦った と —— 」 

「しかと 申します ぞ。 気 を 落さずに」 

「妻に も、 半兵衛 は、 荒木に 劣って いなかつ たと —— 」 

そう 云いながら、 もう、 その 人の 顔が、 だんだん ぼ 

ん やりと しか 見えな くな つ てきた。 

(わし は、 立派に 戦った。 見て いた 人が 知って くれよ 

う。 一人が 荒木、 一人が 桜 井と、 後で 判ったなら、 知つ 

ている 者 は、 わし を 称め て くれる だろう。 御前 試合へ 

出ても、 出なくても、 心 懸け ある 士は 同じ だと —— 妻 

に 一 目 —— 家中の 者に も 詳しく 話 をしたい が —— ここ 

の 人 は、 伝えて くれる かしら —— 又 五郎の 助太刀 だと 



思って、 悪く 云う か？ いいや、 志の ある 人に は 判 

るだろう) 

そう 思って いる 内に、 耳 も 聞え なくなつ てきた。 

(わし は、 もう 駄目 かも 知れん。 然し、 士 として、 武 

術 家と して、 立派に 働き もした し、 考え もした。 誰か 

が —— いいや、 妻 だけで も、 あいつ だけ は、 知って く 

れる。 それでも いい —— ) 

半兵衛 は、 灰色の 中に、 自分と 妻と 二人ぎ りの 所 を 

見た。 

附記 伊賀 越の 仇 討 は、 荒木 方 四 人、 又 五郎 方 



士分、 小者と もで、 合せて 十一 人と、 藤 堂 家の 公 

文書 「累世 記事」 にも 残って いるし、 その外 俗書 

にも、 同じで あるが、 一 竜 斎貞山 (二 代 目) が、 

附人を 三十 六 人に して、 これが 当って 以来、 すつ 

かリ、 この 方が 一般的に なって しまった。 この 桜 

井 半 兵衛の 如き、 二十 三 歳で、 立派な 武士 だが、 

本当に 紹介され ていな いのは、 遺憾で ある。 この 

時、 荒木が 斬った の は、 河 合 甚左衛 門と、 この 桜 

井 半兵衛 との 二人 だけで ある。 
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